

































































































































































































































































































































































i  この後に続く、パルン作品の検閲をめぐる状況についての記述は、Chris Robinson, 
Estonian Animation: Between Genius and Utter Illiteracy, Eastleigh: John Libbey Publishing, 
2006, pp.97–114, Andreas Trossek, “The Beginning of A Rhizome-like Alphabet: Priit Pärn and 







































われた世界をつくりだしたのである。」（Anne Nesbet, Savage Junctures: Sergei Eisenstein and 
the Shape of Thinking, London:  I. B. Tauris, 2007, p.169.）
xiii 井上徹『ロシア・アニメ　アヴァンギャルドからノルシュテインまで』、東洋書店、
2005年、pp.26–28、pp.35–36, 40.
xiv Robinson, Unsung Heroes of Animation, p.50.





なんて言ったものはおそらく誰もいなかっただろうから。」（Priit Pärn, in Robinson, Estonian 
Animation, p.102.）
xvii 著者のインタビューによる。
xviii “Priit Pärn on His Works”, in Priit Pärn, p.6.
xix Brothers Quay, in Robert Alta, Brothers Quay: In Absentia, http://www.horschamp.
qc.ca/new_offscreen/quay.html.
xx Ibid.
xxi Robinson, Estonian Animation, p.106
xxii Andreas Trossek, “The Beginning of a Rhizome-like Alphabet: Priit Pärn and His Works”, 
in Priit Pärn, p.28.
xxiii Ibid. p.24.
xxiv 諷刺画家としてのパルンが最も有名になったのは、農夫が三又で投げ捨てる堆肥がエス
トニアのかたちをしている Sitta kah! (Just Shit!)という諷刺画によってである。この絵画も本
来ならば内容的には出版以前に差し止めになるはずが、解釈が一義的に言語化しえぬその性
質により掲載されてしまい、物議を醸すことになった。この諷刺画についての詳細な分析は、
















ている（Priit Pärn in Trossek, “The Beginning of a Rhizome-like Alphabet: Priit Pärn and His 
Works”, p.46.）。この作品はやはり、既存のアニメーション表現の外に飛び出すものであると
同時に、実在するにも関わらず、当時の社会においてはその存在がなかったことにされてい
る「異質な」存在を、目の当たりにさせるものだったといえるだろう。
